
（別紙１）

Ⅰ　基本情報

複数施設を一括指定の場合、その理由：

業務の範囲

複数施設を一括評価の場合、その理由：

指定管理者評価シート

事業名 地域コミュニティ施設運営管理費 所管課（電話番号） 手稲区市民部地域振興課(681-2445)

２　指定管理者

事業概要

目的

開設時期

１　施設の概要

平成3年4月1日 延床面積

名称

募集方法

札幌市新発寒地区センター 所在地 札幌市手稲区新発寒5条4丁目2番2号

（1）　統括管理業務
（2）　施設・設備等の維持管理に関する業務
（3）　事業の計画及び実施に関する業務
（4）　施設の利用等に関する業務
（5）　前各号に掲げる業務に付随する業務

新発寒地区センター運営委員会

令和５年（2023年）4月1日～令和10年（2028年）3月31日

施設数：１施設

名称

（1）　各種講習会、講演会等の開催、体育、各種野外活動等のレクリエーション活動の推進、
　　その他必要な事業を行うこと。
（2）　一般の使用に供すること。

主要施設

地域住民のコミュニティ活動の助長及び生涯学習の普及振興を図り、もって地域住民の福祉の
増進に寄与する。

非公募

非公募の場合、その理由：当センターが、地域社会に関係の深い団体によって継続的に管理運
営されることにより、地域住民がまちづくり活動に直接参加する機会が作られ、地域住民自らが
センターの管理運営を通して把握された地域課題の解決に取り組むことによって、地域住民間の
信頼関係が築かれ、地域社会における絆の強化につながることとなる。また、まちづくり活動の担
い手の育成に寄与することも期待される。このようなことから、設置目的の実現のために、地縁に
よる団体により設立された団体及び当該設立された団体を主な構成員とする団体並びに当セン
ター等の管理運営に関わりを持つものと市長が認める地縁による団体の推薦を受けた団体によ
り、現に良好な管理運営が行われている場合には、継続的に管理運営を行わせるために非公募
としたもの。

３　評価単位

指定期間

指定単位
施設数：１施設
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Ⅱ　令和6年度管理業務等の検証

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・仕様書の内容を
いずれも適切に
実
施されており、要
求水準を満たして
いる。

・貸室や事業実施
において、公平・
公正な対応に努
め、施設の平等利
用を確保してい
る。

▼札幌市区民センター条例、規則、取扱要領等の関
係法令の遵守、運用に徹底を図り、利用者には丁寧な
説明を行い、利用の公平・公正の確保の確保に努め
ている。
▼貸室に関し、予約が競合した場合は抽選で決定し、
落選した団体には他の空き室を案内し施設の有効利
用を図っている。

▼利用者の視点に立った業務改善に取り組んでいる。
▼日々の事柄、業務内容の徹底・見直しなど業務全般
については、口頭のほか「業務日誌」及び「業務引継
書」に記録し、職員間で迅速に情報共有ができるよう
にしている。

▽　管理運営組織の確立（責任者の配置、組織整備、従
事者の確保・配置、人材育成）

▽　管理水準の維持向上に向けた取組

（１）統括管
理業務

▽　管理運営に係る基本方針の策定

管理運営方針を基
本に、職員全員が
貸室事業・図書室
運営における利用
者へのサービスアッ
プに努めた。

▽　平等利用に係る方針等の策定と取組実績

平等利用の意識を
常に持ち業務を遂
行している。

▽　地球温暖化対策及び環境配慮の推進

▼照明の間引き、こまめな消灯に努めているほか、水
道・電気ついては、館内にポスターを掲示し利用者に
も節約を呼びかけている。
▼ガスについては、館内温度、日々の使用量を頻繁に
チェックし、その節約に努めている。
▼管理運営業務等に係る物品の購入にあたっては、
札幌市グリーン購入ガイドラインに従い、ガイドライン
指定品を優先的に購入している。

光熱水費について
は節約により、経費
節減に努めた。

▼地域住民のコミュニティ活動助長と生涯学習の普及
振興を目的に、以下の基本方針を定めている。
1 誰もが利用しやすく、親しまれる地区センターである
こと
2 利用者の安全・安心が確保された地区センターであ
ること
3 利用者のニーズを把握し、満足度の高い地区セン
ターであること
4 適確な維持・管理を行い、効率的な運営で経費の削
減に努めること

研修により必要な
知識や能力が向上
している。

職員間の情報共
有、業務連携によ
り、管理水準の維
持向上が図られ
た。

▼運営委員会の指揮下に、事務局を設置。仕様書に
基づく統括責任者（館長）、館長職務代理者、図書館
司書等必要な職員を配置している。
▼業務分担、指揮命令系統、緊急連絡網等を規定、
周知している。
▼正職員、パート職員ともに、日常業務における基本
知識及び専門知識を習得するため、職場内研修及び
外部講師を招いての研修を適宜実施している。
▼令和6年度においては「ボイラの取り扱い」「AEDの
取り扱い」「事務室内総合防災盤の取り扱い」について
外部講師による研修を行った。

1　業務の要求水準達成度

指定管理者
の自己評価

所管局の評価項　目 実施状況
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▼以下の12種の業務に関し、札幌市の承認を得て、
第三者に委託して実施した。各業務とも、仕様書に基
づき着実な履行がなされた。①清掃②警備③自動ドア
保全④ボイラ保全⑤消防設備保全⑥自家用電気工作
物保安管理⑦除排雪⑧受水槽清掃⑨エレベーター保
全⑩舞台装置保全⑪建築基準法定期点検⑫ウェブサ
イト運用保守業務

▽　第三者に対する委託業務等の管理（業務の適正確
保、受託者への適切監督、履行確認）

外部会計監査によ
り、資金管理は適
正であるとの評価を
受けている。

▼資金管理に関しては、税理士による外部会計監査
を導入、四半期ごとに監査を受けている。
▼財務全般について、税理士よりアドバイスを受け適
正な管理、執行に努めている。
▼現金等の取扱いについては、現金の入出後には預
金通帳に館長の確認印を押印するなど、厳格に行って
いる。

▽　札幌市及び関係機関との連絡調整（運営協議会等
の開催）

開催回 協議・報告内容

第１回
6月26日

・新発寒地区センターの利用状況に
ついて
・令和6年度事業計画・収支予算及び
アンケート調査結果について
・市民サービスや管理水準の維持向
上に向けた取り組みについて

第２回
10月25日

・最近の各部屋の利用状況、及び講
座の開催状況・スポーツ大会につい
て
・市民サービスや管理水準の維持向
上に向けた取り組みについて
・義務的経費の執行状況等について
・施設修繕要望について

▼運営協議会の開催状況は下表のとおり

第３回
12月22日

・最近の各部屋の利用状況、及び講
座の開催状況・スポーツ大会につい
て
・市民サービスや管理水準の維持向
上に向けた取り組みについて
・義務的経費の執行状況等について
・利用者アンケートの実施について

第４回
3月28日

・令和6年度事業実施状況及び利用
状況報告について
・令和7年度事業計画（案）について
・利用者アンケートの結果について
・施設・整備等に関する報告について
・今後の予定等について

▽　財務（資金管理、現金の適正管理）

＜協議会メンバー＞

手稲区地域振興課長、新発寒地区センター運営委
員会会長、館長、利用団体２名、手稲区食改善推進
員協議会1名、青少年育成委員会１名

左記12種業務のい
ずれも、仕様書の
要求水準に達した。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・関係法令を遵守
し、適切に対応し
ている。

・仕様書の内容を
いずれも適切に
実
施されており、要
求水準を満たして
いる。

（２）労働関
係法令遵守、
雇用環境維
持向上

▼常勤職員、パート職員の労働条件や職場秩序の維
持等 を定めた就業規則のもと関係法令の遵守に努め
ている。
▼人事、勤務、服務規律や育児・介護休暇等を明確に
定め 雇用や職場環境の維持向上を図っている。
▼パート職員に対し賃金の時給単価を10月1日から50
円引き上げ、最低賃金である時給1,010円とした。
▼毎年、時間外労働・休日労働に関する協定届を労
働基準監督署に届けている。
▼健康診断を実施し、職員の健康管理に努めている。
▼職員の福利厚生と退職金制度の充実を図るため、
札幌市中小企業共済センター （サポートさっぽろ）に加
入している。

▼業務の実施に関する記録書類等を整備し、保管・管
理している。
▼利用者アンケートは1月14日から28日まで実施。来
館者及びサークル利用者200人にアンケート用紙を配
布し、144件の回答があった。アンケート結果を集約
し、いただいた意見を施設運営に役立てている。
▼利用者アンケートの結果は、地区センターロビーに
一定期間掲示し、周知を図った。
▼区民講座の終了時にもアンケートを実施し、理解度
や満足度などを図り、改善や今後の企画の参考にして
いる。
▼協定書に基づく市への事業報告等は、遅滞なく行っ
ている。
▼札幌市の業務検査において助言があった事項は適
切に対応している。

▽　労働関係法令遵守、雇用環境維持向上

▽　要望・苦情対応

苦情や意見があっ
た場合は、申出人
に対して迅速かつ
誠実に対応すること
を心掛けており、大
きなトラブル等に発
展する事例はな
かった。

▽　記録・モニタリング・報告・評価（記録、セルフモニタリ
ングの実施、事業報告、札幌市の検査等への対応、自
己評価の実施）

▼要望・苦情の対応については、新発寒地区センター
利用者等の要望・苦情処理委員会規程に基づき、解
決を図ることとしている。内容によって、事務局あるい
は処理委員会対応としている。また、必要に応じて、対
応状況等について市に報告するとともに、運営委員会
に報告している。
▼要望・苦情の聴取は申出人から直接、あるいは電話
で受けているほか、ロビーに設置している投書箱やア
ンケート調査からも収集している。
▼苦情に至らないケースについても、真摯に対応し利
用者の利便性向上に努めている。

コミュニケーションを
大切に、規律ある
風通しの良い職場
と信頼関係の構築
に努めている。

▼利用者の安全確保については、仕様に適合した損
害賠償保険に加入し、施設内事故、イベント参加者の
事故に対応する措置を取っている。
▼定期的に職員が館内を巡回し、事故防止の観点か
ら不審物や不審者、危険物の有無、各室の点検などを
行っている。
▼拾得物については、管理台帳を備え適正な管理に
努めている。また金品、貴重品については、速やかに
最寄りの交番に届けている。
▼緊急連絡網を整備し、連絡体制を確保している。

利用者の安全確保
に努めた。施設内
での事故、けがは
なかった。

（3）施設・設
備等の維持
管理業務

▽　総括的事項（利用者の安全確保、市民サービス向上
への配慮、連絡体制確保、保険加入）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・仕様書の内容を
いずれも適切に
実
施されており、要
求水準を満たして
いる。

・計画通りに事
業、講座を実施し
ている。
・理解度・満足度
はいずれも高く、
利用者のニーズ
を考慮し実施でき
ている点について
評価できる。

▽　地域の憩いの場づくり施設活用事業（無料）に関する業務

▼16の交流事業の開催を計画、そのすべてを実施し
た。
▼卓球、バトミントン、バレーボールのスポーツ大会
（参加者116人）、そして通算26回目となる「文化の集
い」（参加者980人）を開催した。
▼地域の小学校3校、中学校1校の協力を得て、「令和
7年新春書初め展（作品展示148点）」を地区センターロ
ビーにて8日間実施した。
▼その他、参加者の多い共催事業として、福まちとの
「うたごえ七夕コンサート」（参加者102人）、子ども会育
成連合会との「子ども会まつりミニ縁日」（参加者349
人）、健康づくり委員会との「ウォーキング講座」、「フ
リーウォーキング」（参加者129人）等を実施した。

▽　地域住民の交流等を目的とした事業に関する業務

▽　施設・設備等の維持管理（清掃、警備、保守点検、修
繕、備品管理、駐車場管理、緑地管理等）

適切な施設管理を
適宜実施すること
ができた。

▽　防災

▼7月と11月に、まちづくりセンター、福祉のまち推進セ
ンターと合同で、自衛消防訓練を実施した。
▼消防計画に基づく施設内巡回、避難通路確保、誘
導灯点検及び火災報知器の位置、解除方法等の確認
を行った。

訓練等の実施によ
り、防災意識を高め
ている。

▼ 清掃、警備、除排雪、施設・設備の保守点検等につ
いては第三者に委託し、確実な履行の督励により仕様
書の水準を満たした。
▼ 緑地管理については、春の清掃の他に生垣剪定、
樹木剪定、草刈り2回、冬囲いを実施した。
▼執務環境改善のため事務職員用事務机を更新、購
入した。

▽　図書業務

▼図書室の開室日数 279日、蔵書数31,207冊、登録
者数（新規）329人、貸出冊数 72,921冊であった。

▼区民講座20科目、延べ42回実施し、受講生が1千人
を超えた。
▼健康の維持を目的とした医療やトレーニングを題材
とした講座「いきいき　しんはつ☆すこやか倶楽部」を
毎月1回、高齢者の方を対象とした「スマホ講座」、開
講希望が多かった「エンディングノート講座」、人気の
お料理講座、運動講座などを実施。

▼6年度では卓球、バトミントン、バウンドテニス、バ
レーボール、囲碁・将棋の5事業を実施した。
▼利用者が多い科目としては、バレーボール（647
人）、卓球（244人）、バウンドテニス（163人）の順となっ
ている。

▽　区民講座に関する学習機会の提供業務（4）事業の計
画・実施業務

講座、交流事業、憩
いの場づくりについ
ては、計画した事業
は全て実施すること
ができた。特に新規
のスマホ講座は大
変好評であった。
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・利用件数等は上
昇傾向にあり、概
ね要求水準を満
たしている。

・仕様書の内容を
いずれも適切に
実
施されており、要
求水準を満たして
いる。

・手稲区マスコット
キャラクター「てい
ぬ」の関連グッズ
販売に積極的に
取り組み、地域振
興に寄与している
ことは評価でき
る。

▽　不承認0件、取消し0件、減免0件、還付0件

▽　利用促進の取組

▼地区センターだよりやチラシを町内会の各班回覧に
供して、利用促進を図った。

▽　自主事業

▼札幌市の承認を得て、平成27年7月から「ていぬ関連グッズ販
売事業」を開始し、利用者からも好評を得ている。

▽　市内企業等の活用、福祉施策への配慮等

▼当館の維持管理業務に係る第三者委託及び物品の購入、修繕
等は札幌市内企業に発注した。
▼経常的に使用する印刷物は、障がい者授産施設に発注した。

▼6年度の全体の利用者数は、55,376人。前年度より
5,300人ほど増えている。また全体の稼働率も52.1%と
前年度より2%ほど上がっている。

▼「新発寒地区センターだより」を年4回発行した。
▼ホームページの訪問者数が、年間約2万7千人で
あった。

▽　引継ぎ業務

（前回から継続指定のため、引継ぎ業務なし。）

件数(件)

人数(人）

39

（6）付随業務 ▽　広報業務

２　自主事業その他

39 43

12,971

53

11,645

78

998

（5）施設利用
に関する業
務 R5年度実績 R6年度計画

10,654 12,219

稼働率(％)

1,273

稼働率(％)

集会室

実習室

件数(件)

998

24,422

1,017

22,929

R6年度実績

22,929人数(人）

▽　利用件数等

件数(件)

体育室

80稼働率(％) 80

1,211

10,654

新型コロナ感染症
の影響により令和
元年度から落ち込
んでいた利用率
が、徐々にコロナ前
の状況に戻ってき
ている。

和室・娯楽室 11,645

人数(人）

稼働率(％)

625

4,835

57

625 635

4,835 5,764

57 58

1,211

5453

1,665 1,665 1,814件数(件)

人数(人）
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

【主な設問内容と評価】

【主な意見・要望等】

・仕様書の内容を
いずれも適切に
実
施されており、要
求水準を満たして
いる。

・特に施設の清掃
状況、職員の接遇
に対する評価が
高く、利用者の立
場に立った運営
が満足度につな
がっていると考え
られる。

○貸室の設備状況について
・・・4　（良い）  55％
・・・3　　　　　   34％
・・・2 　　　　    11％
・・・1　　　　　     0％
・・・0　（悪い）    0％
○館内の清掃状況について
・・・4　（良い）  72％
・・・3　　　　　   24％
・・・2 　　　 　　   4％
・・・1　　　 　 　   0％
・・・0　（悪い）    0％
○また貸室を利用していただけるか
ぜひ利用したい44％、利用したい41％、どちらかといえ
ば利用したい8％、どちらでもない7％、利用したくない
0％
○また図書室を利用していただけるか
ぜひ利用したい35％、 利用したい29％、どちらかとい
えば利用したい18％、どちらでもない18％、利用したく
ない0％
○職員(事務局及び図書館)の接客態度
・・・4　（良い）    62％
・・・3　　　　 　    34％
・・・2　　　　　      4％
・・・1　　　　　      0％
・・・0　（悪い）     0％
○また地区センターを利用していただけるか
ぜひ利用したい58％、 利用したい36％、どちらかとい
えば利用したい6％、どちらでもない0％、利用したくな
い0％

利用者
からの
意見・要
望とそ
の対応

▽　利用者アンケートの結果

結果概
要

全体的に良い評価
を得たと認識してい
る。今後も利用者の
視点で、利用しやす
い地区センターを目
指していきたい。

[要望]
体育室のカーテンを早く直してほしい。
[対応]
札幌市に要望します。
[要望]
体育室からトイレに行くときの移動スリッパがほしい。
[対応]
衛生面から、外靴に履き替えられるようお願いいたし
ます。
[要望]
トイレに便座消毒の薬がほしい。
[対応]
札幌市に要望します。
[意見]
体育室の使用料金を下げてほしい。
[対応]
札幌市にご意見を報告します。
[意見]
図書を新しくし、蔵書を増やしてほしい。
[対応]
札幌市にご意見を報告します。

３　利用者の満足度

1 実施日　令和7年1月14日～1月28日
2 配付数　200
3 回収数  144
4 方法　　来館者及びサークル利用者に用紙を配付し
て実施

実施方
法

7
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

・支出増の要因が
重なる状況下で、
経費節減等の工
夫を行い、黒字収
支を実現し、利用
者への還元も行っ
ている点について
は評価できる。

▼利用料金収入は、計画と比較して、440千円の減となった。
▼支出については、おおむね当初予算どおりに推移していたが、
人件費、施設修繕費等の増加で計画より627千円の増となった。
▼利用者への還元（修繕・備品更新等）
・購入品～CDラジカセ、実習室（調理室）用炊飯器2台ほか
▼収支は、市からの補填費用及び経費節減等により50千円の黒
字の差額となった。

その他 414 451 37

項目

15 6

▼前期指定管理期間より圧縮された指定管理費、コロナの影響に
よる活動サークルの休会・解散、他の無料開放施設への転出、時
間貸しへの移行による減収や高騰する電気代等光熱費及び委託
料、施設の老朽化によるかさむ修繕費、経費の節減に努め当団体
の繰越金を活用することにより運営を維持している。

＜確認項目＞　※評価項目ではありません。

▽　安定経営能力の維持 適 不適

▽　個人情報保護条例、情報公開条例、行政手続条例、オンブズマン
条例及び暴力団の排除の推進に関する条例への対応

適 不適

▼札幌市個人情報保護条例等に基づき個人情報保護の観点か
ら、安易に個人情報を外部に知らせないよう常に注意を払ってい
る。
▼協定に関する契約（第三者への委託、物品調達等）について、
暴力団員や暴力団関係事業者が相手となる契約は行っていな
い。

R6年度計画 R6年度決算 差（決算-計画）

（千円）

38,770

▽　収支

指定管理見直し分 0 1,049 1,049

指定管理業務収入 38,008 38,755 747

収入 38,017

自主事業収入 9

指定管理業務支出 38,008 38,635 627

支出 38,017 38,650 633

４　収支状況

26,594 26,695 101

利用料金 11,000 10,560 ▲ 440

指定管理費

753

自主事業支出 9 15 6

70

純利益 0 50 50

▽　説明

0

【参考】 Ｒ６年度決算 内容

指定管理業務による利益還元

70

収入-支出 0 120 120

法人税等

自主事業による利益還元

0 下記のとおり
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Ⅲ　総合評価

　全体として、適切な施設運営が行われていると認めら
れる。
　区民講座等については、人気講座や開講希望講座を
積極的に取り入れることで利用者のニーズに柔軟に対
応している点が評価できる。
　財務面においては、使用料金収入が計画値を下回っ
たものの、経費節減の工夫を行い、全体収支を黒字で
着地させたことは堅実な運営努力の成果と言える。
　利用者の満足度は引き続き一定の評価を得ており、こ
れは日頃からの丁寧な対応によるものと考える。
　引き続き、円滑な施設運営等を実施していただきた
い。

〇令和6年度は計画していた講座、事業はすべて実施
することができた。それに伴い、利用者数及び利用率と
もに前年度を上回り、コロナ前の利用水準に戻ってきて
いる。
〇使用料金収入は、計画値を下回るも、収入自体は前
年度を超える額となり、収支としては黒字になった。
〇利用者の満足度に関しては、アンケート調査から一
定の評価を得ていると考える。さらにサービスアップに
努め、利用者増を図りたい。

改善指導事項・指示事項は特になし。

【指定管理者の自己評価】

総合評価 次年度以降の重点取組事項

〇来館者に対する「顧客第１主義」の徹底を図る。
〇令和7年7月より施設の使用料金が改定される。収入
の増加による財政基盤の安定化を図りたいと考えるが、
値上げによる利用者離れの懸念もある。
〇使用料金収入の推移に留意するほか、財政面での不
安要素、光熱費、委託料、人件費の支出増に対応する
ため、市との緊密な情報共有、連携を図っていきたい。

【所管局の評価】

総合評価 改善指導・指示事項
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